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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第47期

第２四半期
連結累計期間

第48期
第２四半期
連結累計期間

第47期

会計期間

自平成24年
９月１日

至平成25年
２月28日

自平成25年
９月１日

至平成26年
２月28日

自平成24年
９月１日

至平成25年
８月31日

売上高（千円） 3,056,118 3,562,066 6,864,182

経常利益（千円） 89,597 44,073 188,846

四半期（当期）純利益（千円） 57,570 17,076 100,926

四半期包括利益又は包括利益

（千円）
329,533 224,694 796,705

純資産額（千円） 4,940,577 5,603,234 5,393,135

総資産額（千円） 5,841,236 6,713,356 6,374,770

１株当たり四半期（当期）純利益金

額（円）
15.78 4.68 27.66

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円）
－ － －

自己資本比率（％） 84.58 83.46 84.60

営業活動によるキャッシュ・フロー

（千円）
97,481 189,976 432,664

投資活動によるキャッシュ・フロー

（千円）
△643,884 △152,406 △774,891

財務活動によるキャッシュ・フロー

（千円）
△40,179 △15,173 △55,316

現金及び現金同等物の四半期末（期

末）残高（千円）
707,985 1,144,535 1,055,545

　

回次
第47期

第２四半期
連結会計期間

第48期
第２四半期
連結会計期間

会計期間

自平成24年
12月１日

至平成25年
２月28日

自平成25年
12月１日

至平成26年
２月28日

１株当たり四半期純利益金額又は

四半期純損失金額（△）（円）
5.36 △0.86

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

　２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３. 潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。　　
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２【事業の内容】

　当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

当第２四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。 

また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

　

２【経営上の重要な契約等】

　当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が判

断したものであります。

　

（１）業績の状況　

  当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、政府の経済対策や日銀の金融緩和策により、輸出の増加や

円安により企業業績に改善の傾向がみられました。しかし、アメリカの金融緩和策の縮小による新興国の経済へ

の影響、中国経済の景気の鈍化等、景気の先行きは不透明な状況にあります。

　このような状況の中、当社グループの主な販売先であります自動車業界は輸出が増加し国内生産も増加しまし

たが、電動工具業界は従来より海外生産比率が高く、国内生産が増加するまでは至りませんでした。

　この結果、当第２四半期連結累計期間の売上高は35億62百万円（前年同四半期比16.6％増）となり、経常利益

は44百万円（同50.8％減）、四半期純利益は17百万円（同70.3％減）となりました。

　　セグメントの業績は、次のとおりであります。　

　　①日本　

　国内は、自動車向け部品の受注が増加し、売上高は16億19百万円（前年同四半期比5.3％増）、営業利益

は11百万円（前年同四半期は０百万円）となりました。

　　②中国

　中国は、為替の円安効果により、売上高は19億60百万円（同25.4％増）となりましたが、材料費の価格上

昇等により、営業利益は44百万円（同39.7％減）となりました。　

　　③タイ

　タイは、受注の引合いは旺盛であるものの販売には至らず、売上高は30百万円（同496.8％増）、営業損

失は61百万円（前年同四半期は営業損失32百万円）となりました。　

　

資産、負債及び純資産の状況は次のとおりであります。　

　資産合計は前連結会計年度末と比べ３億38百万円増加し67億13百万円（前連結会計年度末比5.3％増）とな

りました。これは主に現金及び預金が２億３百万円、たな卸資産が１億円及び有形固定資産が40百万円それぞ

れ増加し、受取手形及び売掛金が43百万円減少したことによるものであります。

　負債合計は前連結会計年度末と比べ１億28百万円増加し11億10百万円（同13.1％増）となりました。これは

主に買掛金が１億35百万円増加し、未払法人税等が16百万円減少したことによるものであります。

　純資産の合計は前連結会計年度末と比べ２億10百万円増加し56億３百万円（同3.9％増）となりました。こ

れは主に為替換算調整勘定が２億４百万円増加したことによるものであります。

（２）キャッシュ・フローの状況　

　当第２四半期連結累計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という）は、前連結会計年度末と比べ

88百万円増加し11億44百万円（前年同四半期比61.7％増）となりました。　

　当第２四半期連結累計期間のキャッシュ・フローの状況につきましては、以下のとおりであります。

　営業活動の結果獲得した資金は１億89百万円（前年同四半期は97百万円の資金の獲得）となりました。これは

主に税金等調整前四半期純利益49百万円及び減価償却費１億22百万円等の要因によるものであります。

　投資活動の結果使用した資金は１億52百万円（前年同四半期は６億43百万円の資金の支出）となりました。こ

れは主に定期預金の純支出54百万円及び有形固定資産の取得による支出１億２百万円等の要因によるものであり

ます。

　財務活動の結果使用した資金は15百万円（前年同四半期は40百万円の資金の支出）となりました。これは主

に、配当金を14百万円支払ったことによるものであります。

（３）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第２四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

（４）研究開発活動

　当第２四半期連結累計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は２百万円であります。なお、当第２

四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

　

（５）生産、受注及び販売の実績

 当第２四半期連結累計期間において、電動工具成形品及び自動車部品成形品の生産、受注及び販売実績が著し

く増加しました。これは、自動車業界の生産の増加により受注が増加したこと、タイ子会社が稼働を開始し販売

が開始されたこと及び為替が円安に振れた影響によるものであります。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 12,720,000

計 12,720,000

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間
末現在発行数（株）
（平成26年２月28日）

提出日現在発行数（株）
（平成26年４月９日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 3,896,000 3,896,000

東京証券取引所

ＪＡＳＤＡＱ

（スタンダード）　

単元株式数

100株

計 3,896,000 3,896,000 － －

　 

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。　　

　

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。　

　

（４）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数

（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成25年12月１日～

平成26年２月28日
－ 3,896,000 － 671,787 － 717,689
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（６）【大株主の状況】

 平成26年２月28日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（千株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

杉浦　求 愛知県碧南市 466 11.98

杉浦　武 愛知県碧南市 437 11.23

有限会社　旭 愛知県碧南市天神町4-69 421 10.81

近藤忠彦 愛知県碧南市 210 5.39

株式会社三幸商会 愛知県名古屋市千種区内山3-3-2 151 3.89

旭化学工業取引先持株会 愛知県安城市城ヶ入町広見133-3 143 3.69

竹内邦治 愛知県碧南市 141 3.63

岡崎信用金庫 愛知県岡崎市菅生町字元菅41 110 2.82

杉浦鑛一 愛知県碧南市 91 2.35

杉浦　誠 愛知県碧南市 89 2.30

計 － 2,262 58.08

　（注）上記のほか、自己株式が246千株あります。

　

（７）【議決権の状況】

①【発行済株式】

 平成26年２月28日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式 　246,900 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式　3,647,800 36,478 －

単元未満株式 普通株式　　　1,300 － －

発行済株式総数   3,896,000 　－ －

総株主の議決権 －  36,478 －

 

②【自己株式等】

 平成26年２月28日現在

所有者の氏名又
は名称

所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

旭化学工業（株）
愛知県碧南市港南

町二丁目８番地14
246,900 － 246,900 6.34

計 － 246,900 － 246,900 6.34

　

２【役員の状況】

該当事項はありません。　
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について
　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について
　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間（平成25年12月１日から平

成26年２月28日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成25年９月１日から平成26年２月28日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、太陽ＡＳＧ有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

前連結会計年度
(平成25年８月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成26年２月28日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,910,893 2,114,815

受取手形及び売掛金 934,190 891,065

商品及び製品 175,970 184,883

仕掛品 83,817 119,941

原材料及び貯蔵品 117,960 173,017

繰延税金資産 11,649 11,299

その他 108,201 140,540

貸倒引当金 △490 △1,900

流動資産合計 3,342,192 3,633,663

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 1,135,413 1,127,158

機械装置及び運搬具（純額） 736,313 757,233

土地 950,365 954,906

その他（純額） 28,151 51,372

有形固定資産合計 2,850,243 2,890,671

無形固定資産 12,328 11,645

投資その他の資産

投資有価証券 143,160 147,793

その他 35,474 38,212

貸倒引当金 △8,630 △8,630

投資その他の資産合計 170,005 177,376

固定資産合計 3,032,577 3,079,692

資産合計 6,374,770 6,713,356

負債の部

流動負債

買掛金 706,938 842,055

未払法人税等 35,648 19,043

賞与引当金 17,902 26,440

役員賞与引当金 5,698 2,700

その他 140,285 140,461

流動負債合計 906,472 1,030,700

固定負債

繰延税金負債 33,549 36,480

役員退職慰労引当金 38,766 40,507

その他 2,845 2,433

固定負債合計 75,161 79,421

負債合計 981,634 1,110,122
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（単位：千円）

前連結会計年度
(平成25年８月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成26年２月28日)

純資産の部

株主資本

資本金 671,787 671,787

資本剰余金 729,938 729,938

利益剰余金 3,692,461 3,694,941

自己株式 △132,927 △132,927

株主資本合計 4,961,259 4,963,740

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 58,172 61,536

為替換算調整勘定 373,703 577,957

その他の包括利益累計額合計 431,876 639,494

純資産合計 5,393,135 5,603,234

負債純資産合計 6,374,770 6,713,356
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成24年９月１日
　至　平成25年２月28日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成25年９月１日
　至　平成26年２月28日)

売上高 3,056,118 3,562,066

売上原価 2,726,263 3,260,911

売上総利益 329,855 301,155

販売費及び一般管理費
※ 260,768 ※ 271,347

営業利益 69,086 29,808

営業外収益

受取利息 13,839 16,334

受取配当金 522 495

為替差益 4,271 －

その他 1,937 3,023

営業外収益合計 20,571 19,853

営業外費用

支払利息 60 114

為替差損 － 5,473

営業外費用合計 60 5,588

経常利益 89,597 44,073

特別利益

固定資産売却益 － 191

投資有価証券売却益 6,046 6,824

特別利益合計 6,046 7,016

特別損失

固定資産売却損 309 1,699

固定資産除却損 0 －

就業補償金 1,558 －

特別損失合計 1,868 1,699

税金等調整前四半期純利益 93,775 49,390

法人税、住民税及び事業税 27,270 31,424

法人税等調整額 8,933 889

法人税等合計 36,204 32,313

少数株主損益調整前四半期純利益 57,570 17,076

四半期純利益 57,570 17,076
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【四半期連結包括利益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成24年９月１日
　至　平成25年２月28日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成25年９月１日
　至　平成26年２月28日)

少数株主損益調整前四半期純利益 57,570 17,076

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 27,396 3,363

為替換算調整勘定 244,566 204,254

その他の包括利益合計 271,962 207,618

四半期包括利益 329,533 224,694

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 329,533 224,694

少数株主に係る四半期包括利益 － －
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成24年９月１日
　至　平成25年２月28日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成25年９月１日
　至　平成26年２月28日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 93,775 49,390

減価償却費 100,841 122,826

賞与引当金の増減額（△は減少） △332 7,575

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △8,430 △2,998

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 1,746 1,740

貸倒引当金の増減額（△は減少） 20 1,410

受取利息及び受取配当金 △14,362 △16,829

支払利息 60 114

投資有価証券売却損益（△は益） △6,046 △6,824

為替差損益（△は益） △3,455 △3,612

有形固定資産売却損益（△は益） 309 1,507

有形固定資産除却損 0 －

売上債権の増減額（△は増加） △26,229 85,150

たな卸資産の増減額（△は増加） △2,869 △78,374

その他の流動資産の増減額（△は増加） △10,670 △21,625

仕入債務の増減額（△は減少） 42,208 96,826

未払費用の増減額（△は減少） 392 △5,905

未払消費税等の増減額（△は減少） △10,498 6,677

その他の流動負債の増減額（△は減少） △1,591 △10,293

小計 154,868 226,756

利息及び配当金の受取額 7,178 11,550

利息の支払額 △60 △114

法人税等の支払額 △64,504 △48,215

営業活動によるキャッシュ・フロー 97,481 189,976

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △172,136 △174,719

定期預金の払戻による収入 120,000 120,000

投資有価証券の取得による支出 △3,331 △3,425

投資有価証券の売却による収入 15,103 10,785

有形固定資産の取得による支出 △602,867 △102,183

有形固定資産の売却による収入 618 922

無形固定資産の取得による支出 △193 △285

投資その他の資産の増減額（△は増加） △1,077 △3,501

投資活動によるキャッシュ・フロー △643,884 △152,406

財務活動によるキャッシュ・フロー

リース債務の返済による支出 △176 △421

自己株式の取得による支出 △0 －

配当金の支払額 △40,003 △14,752

財務活動によるキャッシュ・フロー △40,179 △15,173

現金及び現金同等物に係る換算差額 111,491 66,593

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △475,090 88,990

現金及び現金同等物の期首残高 1,183,076 1,055,545

現金及び現金同等物の四半期末残高
※ 707,985 ※ 1,144,535
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【注記事項】

（四半期連結損益計算書関係）

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次のとおりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
（自 平成24年９月１日
至 平成25年２月28日）

当第２四半期連結累計期間
（自 平成25年９月１日
至 平成26年２月28日）

給与賞与 66,752千円 71,043千円

荷造運搬費 46,093 53,496

賞与引当金繰入額 2,776 3,009

役員賞与引当金繰入額 1,610 2,700

退職給付費用 1,320 1,296

役員退職慰労引当金繰入額 1,746 1,740

貸倒引当金繰入額 20 1,410

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

 
前第２四半期連結累計期間
（自 平成24年９月１日
至 平成25年２月28日）

当第２四半期連結累計期間
（自 平成25年９月１日
至 平成26年２月28日）

現金及び預金勘定 1,433,114千円 2,114,815千円

預入期間が３ヵ月を超える定期預金 △725,128 △970,279

現金及び現金同等物 707,985 1,144,535
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（株主資本等関係）

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自　平成24年９月１日　至　平成25年２月28日）

１．配当に関する事項

（１）配当金支払額 

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年11月27日

定時株主総会
普通株式 40,139 11.00 平成24年８月31日 平成24年11月28日 利益剰余金 

（２）基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間

末後となるもの

 
 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資 

平成25年４月９日

取締役会
普通株式 14,596 4.00  平成25年２月28日  平成25年５月27日 利益剰余金

　

２．株主資本の金額の著しい変動

　該当事項はありません。

 　

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自　平成25年９月１日　至　平成26年２月28日）

１．配当に関する事項

（１）配当金支払額 

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成25年11月26日

定時株主総会
普通株式 14,596 4.00 平成25年８月31日 平成25年11月27日 利益剰余金 

（２）基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間

末後となるもの

 
 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資 

平成26年４月８日

取締役会
普通株式 10,947 3.00  平成26年２月28日  平成26年５月26日 利益剰余金

　

２．株主資本の金額の著しい変動

　該当事項はありません。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自平成24年９月１日　至平成25年２月28日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：千円）

　 日　本 中　国 タ　イ 計
調整額
(注)１

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)２

売上高       

外部顧客への売上高 1,536,936 1,514,098 5,083 3,056,118 － 3,056,118

セグメント間の内部売上

高又は振替高
79 49,355 － 49,435 △49,435 －

計 1,537,016 1,563,453 5,083 3,105,554 △49,435 3,056,118

セグメント利益又は損失

（△）
180 73,300 △32,485 40,995 28,090 69,086

(注)１．セグメント利益又は損失の調整額は、セグメント間取引消去であります。

２．セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。

　　　

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自平成25年９月１日　至平成26年２月28日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：千円）

　 日　本 中　国 タ　イ 計
調整額
(注)１

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)２

売上高       

外部顧客への売上高 1,619,233 1,914,587 28,245 3,562,066 － 3,562,066

セグメント間の内部売上

高又は振替高
－ 45,929 2,097 48,026 △48,026 －

計 1,619,233 1,960,517 30,342 3,610,093 △48,026 3,562,066

セグメント利益又は損失

（△）
11,154 44,181 △61,301 △5,966 35,774 29,808

(注)１．セグメント利益又は損失の調整額は、セグメント間取引消去であります。

２．セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　
前第２四半期連結累計期間
（自　平成24年９月１日
至　平成25年２月28日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成25年９月１日
至　平成26年２月28日）

１株当たり四半期純利益金額 15円78銭 4円68銭

（算定上の基礎）   

四半期純利益金額（千円） 57,570 17,076

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額（千円） 57,570 17,076

普通株式の期中平均株式数（千株） 3,649 3,649

（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。　

　

（重要な後発事象）

該当事項はありません。 

 

 

２【その他】

　平成26年４月８日開催の取締役会において、当期中間配当に関し、次のとおり決議いたしました。

　（イ）中間配当による配当金の総額　　　　　　　　10,947千円

　（ロ）１株当たりの金額　　　　　　　　　　　　　３円00銭

　（ハ）支払請求の効力発生日及び支払開始日　　　　平成26年５月26日 

　 

　（注）平成26年２月28日の最終の株主名簿に記載又は記録された株主もしくは登録株式質権者に対し支払いを行い

ます。 
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　

　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

平成26年４月８日

旭化学工業株式会社

取締役会　御中

太陽ＡＳＧ有限責任監査法人

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 佐野　正人　　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 岡田　昌也　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている旭化学工業株式

会社の平成25年９月１日から平成26年８月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平成25年12月１日から平

成26年２月28日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成25年９月１日から平成26年２月28日まで）に係る四半期連結財

務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッ

シュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

　

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、旭化学工業株式会社及び連結子会社の平成26年２月28日現在の財政状

態並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していな

いと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

　

　（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期

報告書提出会社）が別途保管しております。

　　　　２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれておりません。
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